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昨
年
の
市
老
連
の
各
種
事
業
活
動

に
際
し
ま
し
て
、
会
員
の
皆
様
に
は

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

新
年
に
あ
た
り
、
次
の
事
項
に
一
層

注
力
す
る
た
め
、
さ
ら
な
る
ご
協
力
、

ご
尽
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

高
齢
化
の
進
展
し
て
い
る
わ
が
国

で
は
、
高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
仕
組
み
と
し

て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
な
か
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
取
り
組
ん

で
き
た
高
齢
者
が
支
え
合
う
友
愛
活

動
、
健
康
づ
く
り
活
動
は
、
一
層
重

要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。
行
政
や
自

治
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
関

係
団
体
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
が

い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
地
域
共
生

社
会
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、

仲
間
の
輪
を
広
げ
る
会
員
増
強
運
動

は
、
こ
れ
ま
で
の
先
進
例
に
学
び
な

が
ら
、
組
織
を
あ
げ
て
、
さ
ら
な
る

取
り
組
み
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

一
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る

「
新
地
域
支
援
事
業
」へ
の
参
画

一
、
健
康
寿
命
を
の
ば
す
「
健
康
づ

く
り
活
動
」、
支
え
合
う
「
友

愛
活
動
」
の
充
実

一
、
老
人
ク
ラ
ブ
「
１
０
０
万
人
会

員
増
強
運
動
」
の
推
進

一
、「
高
齢
消
費
者
被
害
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の
展
開

一
、
高
齢
者
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
社

会
保
障
制
度
の
確
立

～
の
ば
そ
う
健
康
寿
命
！

担
お
う
地
域
づ
く
り
！
～

ご
あ
い
さ
つ

（
一
社
）
千
葉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
副
会
長
　
平
島 

弘
二

（
第
46
回 

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
宣

言
よ
り
）

最
後
に
、
市
老
連
藤
森
清
彦
会
長

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
30
年
１

月
８
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

平
成
26
年
に
会
長
に
就
任
さ
れ
て

か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
通
っ
た

り
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
に

も
率
先
し
て
取
り
組
む
な
ど
、
日
頃

か
ら
健
康
管
理
に
努
め
て
お
ら
れ
た

の
で
、
突
然
の
こ
と
に
と
て
も
驚
い

て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
数
・
会
員
数
の
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
ら
ず
、
老
人
ク
ラ
ブ
が

苦
境
に
立
っ
て
い
る
中
、
藤
森
会
長

の
遺
志
を
継
ぎ
、
会
員
一
同
一
致
団

結
し
て
こ
の
現
状
に
立
ち
向
か
う
た

め
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

（平成 30年１月９日寄稿）
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年
頭
に
あ
た
り
、
皆
様
方
に
一
言

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
高

齢
者
福
祉
を
は
じ
め
、
市
政
全
般
に

わ
た
り
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
９
月
に

は
、
平
成
21
年
10
月
に
発
出
し
た

「
脱
・
財
政
危
機
」
宣
言
を
解
除
い

た
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
の
ご
理

解
・
ご
協
力
の
も
と
、
財
政
危
機
の

克
服
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
、
財

政
の
各
種
指
標
が
、
着
実
に
改
善
し

て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、「
超
高
齢
社
会
」
が
急
速

に
進
行
し
て
い
る
現
在
、
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世

帯
、
さ
ら
に
は
認
知
症
高
齢
者
の
一

層
の
増
加
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
高

齢
者
の
方
々
の
生
き
が
い
の
向
上
と

社
会
参
加
活
動
等
の
推
進
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
本
市
に
お
き
ま
し

て
も
、
昨
年
８
月
に
、
シ
ニ
ア
層
に

よ
る
就
労
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
地
域

活
動
の
た
め
の
情
報
を
集
約
し
、
情

報
提
供
・
相
談
・
紹
介
を
行
う
「
生

涯
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
千

葉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
様

が
、
地
域
で
の
支
え
合
い
・
助
け
合

い
活
動
で
あ
る
友
愛
活
動
や
、
健
康

づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動
に
取
り
組

ま
れ
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
、
大
変
心

強
く
、
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。

迎
え
ま
し
た
本
年
は
、本
市
の
「
第

３
次
実
施
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
こ
の
計
画
は
、
本
市
が
将
来
に

わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
ま
ち
と
し
て

発
展
を
続
け
る
た
め
、
重
点
的
・
優

先
的
に
取
り
組
む
具
体
的
な
事
業
を

総
合
的
に
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
計
画
の
中
で
「
人
生
１
０
０

年
時
代
」
を
見
据
え
つ
つ
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
強
化
な
ど

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
千

葉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地
域
の
支
え

合
い
の
た
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
さ
ら
に
深
め
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
大
き
な
担
い
手
と
な
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ

ま
す
。

本
年
も
、
市
民
の
皆
様
方
と
協
力

し
、
高
齢
者
の
方
が
生
き
が
い
を
持

ち
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ

く
る
た
め
、
全
力
で
市
政
運
営
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。一

般
社
団
法
人
千
葉
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
会
員
の
皆
様
の
ま
す
ま
す

の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た

し
ま
し
て
、ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
一
般
社
団
法
人
千
葉
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
藤
森
清
彦

様
の
突
然
の
訃
報
に
接
し
、
謹
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ　

　
　
千
葉
市
長
　
　
熊
谷 

俊
人
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い
ぬ
年
生
ま
れ
の
抱
負

昭
和
９
年
・
昭
和
21
年
生
ま
れ
の

年
女
年
男
に
聞
き
ま
し
た

小
生
は
今
年
７
度
目
の
年
男

で
84
歳
に
な
る
が
、
真
面
目
だ
け

が
取
柄
の
小
生
が
こ
れ
ま
で
幸

せ
に
歳
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
の

は
、
家
族
や
同
僚
、
友
人
等
周
囲

の
人
々
に
恵
ま
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
感
謝
し
て
い
る
。

現
役
時
代
は
仕
事
で
諸
外
国
を
訪
れ
た
が
、
言
葉
や

文
化
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
に

国
境
は
な
い
と
感
じ
た
も
の
だ
。
２
０
２
０
年
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
。
日
本
の「
お
も
て
な

し
」の
精
神
を
忘
れ
ず
に
、老
い
た
自
分
に
も
で
き
る
こ

と
を
探
し
な
が
ら
、
妻
と
一
緒
に
元
気
に
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
観
戦
す
る
こ
と
が
、
今
の
小
生
の
さ
さ
や
か
な
目

標
で
あ
る
。

新
千
葉
３
丁
目
延
寿
会　

前
田　

孚

周
囲
へ
の
感
謝
と
さ
さ
や
か
な
目
標

中央区

福
寿
会　

金
澤　

正
男

自
治
会
活
動
で
地
域
貢
献

稲毛区

千
種
町
老
人
ク
ラ
ブ
長
寿
会　

寺
内　

久
男

健
康
第
一

花見川区

桜
第
一
光
年
ク
ラ
ブ　

小
川　

義
寛

常
に
抱
負
を
持
つ

若葉区

健
康
第
一
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
１
年
３
月
、
東
日
本
大
震

災
の
頃
、
右
腕
が
し
び
れ
て
痛
く

な
り
、
手
が
上
が
ら
な
く
な
り
ま

し
た
。
５
月
に
人
生
初
め
て
の
頚

椎
の
大
手
術
を
受
け
、１
カ
月
の
入
院
生
活
。最
初
は
首

を
固
定
さ
れ
、大
変
な
思
い
を
し
ま
し
た
。そ
の
後
、リ

ハ
ビ
リ
の
つ
も
り
で
卓
球
部
を
作
り
、
今
で
は
部
員
も

14
名
に
な
り
、月
に
２
回
、笑
い
あ
り
で
楽
し
み
な
が
ら

練
習
し
て
い
ま
す
。ま
た
、協
力
し
て
い
た
だ
き
、広
場

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を
す
す
め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
会
に
も
出
る
よ
う

に
な
り
、皆
頑
張
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
和
気
あ
い

あ
い
楽
し
く
元
気
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

私
は
、
昭
和
９
年
戌
年
生
ま

れ
の
84
歳
で
す
。
平
成
６
年
に

会
社
を
退
職
し
、
町
内
の
老
人

ク
ラ
ブ
（
私
が
入
会
し
た
頃
は

名
称
が
老
人
会
で
し
た
）
に
入

今
年
は
戌
年
で
７
回
目
の
年

男
で
す
。「
一
年
の
計
は
元
旦
に

あ
り
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

改
め
て
何
を
な
す
べ
き
か
と
考

え
る
時
、
既
に
現
役
リ
タ
イ
ア

47号（4）平成30年1月
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サ
ニ
ー
ク
ラ
ブ　

宮
内　

貢

ラ
ジ
オ
体
操
に
注
力

緑区

磯
辺
友
好
会　

大
岩　

育
子

「
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
」「
キ
ョ
ウ
イ
ク
」の
実
践

美浜区

６
回
目
の
戌
年
を
新
た
な
気

持
ち
で
迎
え
ま
す
。「
キ
ョ
ウ
ヨ

ウ
」「
キ
ョ
ウ
イ
ク
」
を
実
践
、

よ
く
笑
い
、
背
筋
を
伸
ば
し
頭

を
垂
れ
る
こ
と
を
心
掛
け
、
す

ば
ら
し
い
人
と
の
出
会
い
の
中
で
生
か
さ
れ
て
い
る
自

分
に
感
謝
し
な
が
ら
、
今
年
も
仲
間
と
踊
り
、
健
康
麻

雀
、
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
ブ
リ
ッ
ジ
を
楽
し
み
、
健
康
体
操

に
通
い
、
写
経
に
励
み
、
日
々
を
過
ご
し
た
い
と
思
い

ま
す
。「
今
日
は
残
さ
れ
た
私
の
人
生
の
最
初
の
日
で

あ
る
」
こ
と
を
自
覚
し
な
が
ら
。

昭
和
９
年
生
ま
れ
、
７
度
目

の
年
男
と
な
り
、
84
歳
で
す
。

抱
負
に
つ
い
て
は
、
男
性
の
平

均
寿
命
（
80
・
98
歳
）
を
過
ぎ

て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
生

涯
を
健
康
第
一
に
過
ご
す
こ
と
に
つ
き
る
と
思
い
ま

す
。
私
が
所
属
し
て
い
る
サ
ニ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
健
康

の
維
持
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
雨
天
と
正
月
の
三
が
日
以
外
の
毎
日
、
ラ
ジ

オ
体
操
を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
で
、昨
年
、「
千

葉
市
地
域
健
康
づ
く
り
優
良
団
体
」
と
し
て
、
山
崎
緑

区
長
か
ら
祝
辞
と
表
彰
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

受
章
を
機
に
、
サ
ニ
ー
ク
ラ
ブ
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
参
加

者
一
同
、
意
を
新
た
に
し
、
さ
ら
に
ま
い
進
し
て
い
く

覚
悟
で
す
。

か
ら
二
十
数
年
経
過
し
、
社
会
貢
献
や
創
作
等
は
難
し

く
、
残
さ
れ
た
人
生
に
ど
う
向
き
合
う
べ
き
か
考
え
る

時
、
現
在
関
与
し
て
い
る
自
治
会
活
動
を
と
お
し
て
新

た
な
経
験
・
親
睦
・
交
流
と
、
幅
広
い
活
躍
の
場
を
求

め
社
会
貢
献
が
得
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
長
寿
社
会
の
住
民
と
し
て
、
健
康
寿
命
を
全
う
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

会
し
ま
し
た
。
ま
だ
若
い
私
に
は
歳
の
差
に
戸
惑
い
を

感
じ
ま
し
た
が
、
先
輩
の
方
々
を
見
習
い
な
が
ら
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
い
つ
も
抱
負
を
持
ち
、

こ
の
20
年
間
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
寄
る
年
波
に
は

勝
て
ず
、
ま
た
自
信
も
持
て
ず
、
自
分
の
行
動
に
心
配

す
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
今
年
は
好
き
な
手
芸
を
や
り

た
い
の
が
抱
負
で
あ
り
夢
で
す
。
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区 老 連 掲 示 板
〜 各区の近況をお知らせします 〜

◆11月７日（火）ノルディック・ウォーク講習会。
◆12月５日（火）研修会忘年会。
◆１月28日（日）芸能大会。
◆後期ワナゲ、ゲートボール、グラ
ウンドゴルフ大会は、２～３月の
予定。

緑 区 各行事開催報告

◆９月29日（金）に第13回料理教室を開催しました。
美浜区健康課ヘルスメイトのご指導のもと、銀鮭
のムニエル・トマトと卵のスープ他の献立で実習
しました。実習の前に認知症予防について講義を
受けました。ポイントは食事の見直し、知的活動で
脳を活性化する、早期に発見してもらって適切な
治療を受けること、だそうです。

美 浜 区 脳の活性化学ぶ
◆10月24日（火）、第21回芸能大会を千葉県青
少年女性会館で開催しました。参加者109名、18
チームが熱演し最後に「これから音頭」を合唱し、
歌に合わせ炭坑節を踊り盛会のうちに終了しまし
た。６月にグラウンドゴルフ、８月にワナゲ大会を
開催しました。また、11月に料理教室を行いバラ
ンスのとれた食事をとることが大切なことを学び
ました。

稲 毛 区 「これから音頭」合唱の芸能ほか

◆９月19日（火）花島公園球技場にて、区老連主催
のグラウンドゴルフ大会を開催し、14クラブから
137名が参加しました。
◆10月３日（火）花島公園体育館にて、区老連主催
のワナゲ大会を開催し、11クラブから127名が参
加しました。
◆10月７日（土）犢橋地域福祉交流館にて、区老連
主催の芸能大会を開催し、12クラブから160名が
参加しました。演目数は34と大盛況でした。

花 見 川 区 スポーツ、芸能盛況

◆５月に総会、グラウンドゴルフ寒川地方大会を、
７月に囲碁将棋大会、グラウンドゴルフ登戸地方
大会、８月に会長研修会を行い、９月には最大の行
事である芸能大会を盛会に終わることができまし
た。また、10月はグラウンドゴルフ生浜地方大会、
11月には健康ウォーキングを実施しました。１月末
には指導者研修会を、３月上旬にはノルディック・
ウォーク会を開催することにしています。

中 央 区 年度内の各行事

◆ＰＲ活動でイベント時、関連団体に1000個のポ
ケットティッシュを配布。
◆10月４日（水）ニュースポーツ「ボッチャ」の体
験に14クラブ46名が参加。
◆10月17日（火）芸能まつりに47演目、延べ553
名が参加。
◆10月27日（金）グラウンドゴルフに168名が参
加。
◆11月５日（日）区民まつりに120名が参加。輪お
どりを披露。

若 葉 区 PR＆秋の事業無事開催

47号（6）平成30年1月
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中央区 花見川区 稲毛区
神明町長寿会 三角町宝寿会 小仲台豊生会老人クラブ
古川　昌男さん 荒井　絹子さん 宮内　まつさん
90 歳 91 歳 99 歳
千葉県出身 滋賀県出身 千葉県出身

①初志貫徹、得志而恐驕（志を得ては驕るを恐る） ①常に前向きに ①心掛けたことはやり通す
②肉、魚、野菜、果物 ②果物 ②魚、煮物、果物
③居合、詩吟、十分な睡眠 ③歩くこと ③規則正しい生活
④老人クラブ各行事への参加 ④手芸、旅行 ④ゲートボール

塩田町楽友会 シニア横戸台
秋山　利雄さん 河西　テル子さん
91 歳 91 歳
千葉県出身 千葉県出身

①敬天愛人 ①健康管理に気をつけ、明るく過ごすこと
②餅入りの雑煮、汁粉 ②果物、魚、肉、野菜
③球技（ＧＧ・ＧＢ）の継続 ③なんでも食べてよく寝ること
④東京五輪大会を見たい ④温泉旅行

若葉区 緑区 美浜区
小桜明星会 鎌取町長寿会 磯辺友好会
中村　宣夫さん 新村　ユキさん 倉田　湛子さん
91 歳 90 歳 90 歳
大阪府出身 千葉県出身 東京都出身

①自然体 ①他人に迷惑を掛けない ①仲良く
②牛・鶏肉 ②肉料理 ②大福餅
③各サークルに参加して、考え、よく運動すること ③億劫がらずに動くこと ③散歩
④何事にももっと上達したい ④仲間とにぎやかにグラウンドゴルフ ④特になし

西都賀１・２丁目ちとせ会 平山第一シニアクラブ 幕張西５・６丁目ハナミズキの会
伊藤　宣之さん 小村　道雄さん 髙橋　キヨ江さん
92 歳 94 歳 90 歳
東京都出身 鹿児島県出身 群馬県出身

①頭にきたようなことは早く忘れる ①いつまでも歩くこと ①健康で感謝、お友達を大切に
②甘いもの、果物 ②ラーメン ②手巻き寿司、カニ
③よく寝ること ③歩くこと ③三度の食事を規則正しく
④クルージング大型客船の旅をしたい ④友と楽しく ④2020年東京オリンピックを観ること

☆人生一世紀をめざして☆
90 歳以上の会員の方に、お元気の秘訣を伺いました！

所属クラブ・氏名・年齢・出身地…
① 座右の銘
② 好きな食べ物
③ 私の健康法
④ 今一番やりたいこと

（7）47号 平成30年1月
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千
葉
市
高
齢
者
保
健
福
祉
施
策
の
紹
介

高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
が
急
病
等
の

緊
急
時
に
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
が
図

ら
れ
る
よ
う
に
、
自
宅
に
緊
急
通
報
装

置
を
配
置
す
る
事
業
で
す
。

１
．
高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
流
れ

２
．
対
象
と
な
る
方

　
（
１
）（
２
）に
つ
い
て
、全
て
該
当
す
る
方

（
１
） 

在
宅
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上

で
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

※
同
居
人
が
重
度
の
要
介
護
者
で
あ

る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
日
中
だ
け
同
居
人
が
不
在
と
い
う

場
合
や
、
同
一
敷
地
内
の
別
棟
に

家
族
が
い
る
場
合
は
、
原
則
と
し

て
対
象
外
で
す
。

（
２
） 

協
力
員
（
親
族
で
も
可
）
を
少

な
く
と
も
１
名
登
録
で
き
る
方

※
協
力
員
の
役
割
…
利
用
者
が
緊
急

通
報
し
た
場
合
や
安
否
確
認
セ

ン
サ
ー
・
火
災
セ
ン
サ
ー
で
異
常

を
感
知
し
た
場
合
に
、
受
信
セ
ン

タ
ー
よ
り
状
況
報
告
の
連
絡
が

入
り
ま
す
。（
利
用
者
宅
へ
駆
け

つ
け
を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
）

３
．
自
宅
に
取
り
付
け
ら
れ
る
機
器
の

イ
メ
ー
ジ
図

４
．
利
用
の
効
果

（
１
） 

緊
急
連
絡
・
・
・
緊
急
ボ
タ
ン

を
押
す
と
鍵
を
持
っ
た
警
備

会
社
の
ガ
ー
ド
マ
ン
が
駆
け
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つ
け
、
必
要
に
応
じ
て
警
察
や

消
防
に
通
報
し
ま
す
。

（
２
） 
安
否
確
認
・
・
・
ト
イ
レ
等

の
扉
に
設
置
し
た
開
閉
セ
ン

サ
ー
が
24
時
間
作
動
し
な
い

と
き
、
異
常
事
態
と
し
て
受
信

セ
ン
タ
ー
へ
自
動
的
に
通
報

さ
れ
ま
す
。

（
３
） 

火
災
通
報
・
・
・
火
災
セ
ン

サ
ー
が
火
災
を
音
で
知
ら
せ
、

セ
ン
タ
ー
に
通
報
し
ま
す
。

（
４
） 

見
守
り
情
報
配
信
・
・
・
生

活
の
リ
ズ
ム
を
見
守
る
セ
ン

サ
ー
が
利
用
者
の
状
態
を
定

期
的
に
家
族
に
メ
ー
ル
で
知

ら
せ
ま
す
。（
希
望
者
の
み
）

５
．
鍵
の
提
出

緊
急
時
の
対
応
の
た
め
、
自
宅
の
鍵

を
預
け
ま
す
。
保
管
は
警
備
会
社
が
行

い
ま
す
。

６
．
利
用
料
金

毎
月
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
利
用
料

金
や
機
器
設
置
に
伴
う
料
金
は
、
無
料

で
す
。

た
だ
し
、
機
器
を
稼
働
す
る
た
め
に

必
要
な
電
気
料
金（
約
80
円
／
月
）や
電

話
料
金
は
、利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
負
担
す
る
電
話
料
金
】

・
電
話
回
線
の
状
態
を
確
認
す
る
た

め
の
定
期
通
信　

約
40
～
50
円
／

月
・
緊
急
ボ
タ
ン
や
外
出
ボ
タ
ン
を
押

し
た
場
合
や
セ
ン
サ
ー
が
反
応
し

た
場
合　

約
10
円
／
回

※
機
器
設
置
当
日
は
通
信
試
験
の
た

め
、
約
２
０
０
円
が
か
か
り
ま

す
。

７
．
高
齢
者
福
祉
電
話
に
つ
い
て

緊
急
通
報
装
置
を
利
用
す
る
に
あ
た

り
、電
話
回
線
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、

回
線
を
持
っ
て
い
な
い
方
に
は
、
電
話

の
貸
与
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
生

活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯
・
市
民

税
非
課
税
世
帯
等
の
条
件
が
あ
り
ま

す
。※

電
話
加
入
権
、
設
置
に
要
す
る
費

用
は
無
料
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の

費
用
〔
毎
月
の
基
本
料
金
〈
回
線

使
用
料 

約
１
，７
０
０
円
（
税
抜
）

等
〉
や
通
話
料
〕
は
利
用
者
負
担

と
な
り
ま
す
。

申
請
窓
口
は
、
各
区
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
高
齢
障
害
支
援
課
で
す
。申
請
時

に
は
必
要
な
書
類
の
提
出
が
あ
り
ま
す
。

以
上
、
事
業
の
骨
子
を
紹
介
し
ま
し

た
が
、
該
当
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

本
事
業
を
有
効
に
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。
該
当
さ
れ
な
い
方
も
本
事
業
に
関

心
を
持
ち
、
安
全
・
安
心
の
生
活
環
境

確
保
の
参
考
と
し
て
く
だ
さ
い
。

 

広
報
部　

中
村 

征
人
（
美
浜
区
）

各
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
高
齢
障
害
支
援
課

中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

０
４
３ ｰ 

２
２
１ ｰ 

２
１
５
０

花
見
川
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

０
４
３ ｰ 

２
７
５ ｰ 

６
４
２
５

稲
毛
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

０
４
３ ｰ 

２
８
４ ｰ 

６
１
４
１

若
葉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

０
４
３ ｰ 

２
３
３ ｰ 

８
５
５
８

緑
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

０
４
３ ｰ 
２
９
２ ｰ 

８
１
３
８

美
浜
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

０
４
３ ｰ 

２
７
０ ｰ 

３
５
０
５
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広報部レポート

10
月
24
日（
火
）、
総
勢
41
名
を
乗
せ
た

バ
ス
で
茨
城
に
向
か
っ
て
出
発
。「
台
風
一

過
、
ぬ
け
る
よ
う
な
青
空
」…
と
書
き
た

か
っ
た
が
、
そ
う
は
問
屋
が
お
ろ
し
て
は

く
れ
ず
、そ
れ
で
も
薄
曇
り
、少
し
冷
た
い

が
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
、
晴
れ
ば
れ
と

し
た
気
持
ち
で
す
。
市
老
連
の
マ
ー
ク
と

「K
IR

A
M

E
K

I C
L
U

B
 C

H
IB

A

」の
ロ

ゴ
の
入
っ
た
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
で
お
そ
ろ
い
の

装
い
に
な
り
、気
持
ち
も
高
ま
り
ま
す
。

国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園
の
広
い
こ
と
広

い
こ
と
。
元
は
軍
の
施
設
だ
っ
た
と
の
こ

と
で
、そ
の
広
さ
に
頷
け
ま
す
。全
員
で
準

備
体
操
を
し
、入
場
。ゆ
っ
く
り
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
で
す
。
初
め
て
の
方
は
簡
単
な
講
習

を
受
け
て
か
ら
後
に
続
い
て
い
ま
し
た
。

“
み
は
ら
し
の
丘
”前
で
記
念
撮
影
。

ち
ょ
っ
と
急
な
坂
を
上
っ
て
い
た
ら「
幸

福
の
鐘
」が
あ
り
、１
回
鳴
ら
す
と
１
０
０

年
長
生
き
す
る
と
の
こ
と
。
ズ
ラ
ッ
と
行

列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

コ
キ
ア
も
前
日
ま
で
の
雨
の
せ
い
か
盛

り
は
過
ぎ
て
い
ま
し
た
が
、
上
か
ら
見
る

と
鮮
や
か
な
色
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
と

て
も
き
れ
い
な
色
で
す
。

坂
を
下
る
と
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
大
き
な

カ
ボ
チ
ャ
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
置
い
て
あ
り
、

そ
の
前
に
集
合
し
た
後
、
古
民
家
を
の
ぞ

い
た
り
し
な
が
ら
出
口
へ
向
か
い
ま
し

た
。約
３
キ
ロ
の
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー

ク
。
足
の
悪
い
方
も
ポ
ー
ル
が
あ
る
お
陰

で
楽
に
歩
け
て
良
か
っ
た
と
の
こ
と
。
次

回
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
な
ど
の
声
も
聞
か

れ
ま
し
た
。

 

石
川 

泠
子（
若
葉
区
）

おそろいポロシャツで元気にウォーキング

坂道もなんのその 鮮やかなコキアを楽しむ

み
は
ら
し
の
丘
に
て

第２回きらめきノルディック・ウォーク
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広報部レポート

入会者増加を願う

声をかけながらティッシュを配る

実際のポケット
ティッシュの
デザイン 

▲

きらめきクラブちばＰＲ活動

ポケットティッシュ
７０００個配布

市
老
連
の
活
動
を
広
く
市
民
に
周
知
す

る
た
め
、
き
ら
め
き
ク
ラ
ブ
ち
ば
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を
封
入
し
た
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
７
０
０
０
個
作
成
し
、
区

老
連
ご
と
に
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
配
布

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

美
浜
区
老
連
で
は
、
本
活
動
の
ト
ッ
プ

を
切
り
、10
月
１
日（
日
）、実
施
さ
れ
た
区

民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
場
を
活
用
し
て
、

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
快
晴
で
会
場
の
稲
毛
海
浜
公
園

は
朝
早
く
か
ら
大
勢
の
人
で
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
平
島
区
老
連
会
長
を
筆
頭
に
有

志
会
員
６
名
は
10
時
に
会
場
に
集
合
し
、

Ｐ
Ｒ
用
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
各
人
受
領
、
そ
れ

ぞ
れ
配
布
活
動
に
向
か
い
ま
し
た
。

予
定
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配

布
は
順
調
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
活
動

へ
の
反
応
は
、「
ご
苦
労
さ
ん
あ
り
が
と

う
」「
頑
張
っ
て
ね
」「
無
表
情
」等
さ
ま
ざ

ま
で
し
た
が
、
封
入
さ
れ
た
チ
ラ
シ
に
書

か
れ
た「
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
」「
社

会
参
加
」「
孤
立
防
止
」等
の
文
字
は
、
受

け
取
っ
て
く
れ
た
人
の
目
に
と
ま
っ
た

で
し
ょ
う
。

こ
れ
を
機
会
に
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
へ

の
理
解
が
深
ま
り
、
入
会
者
の
増
加
を
活

動
参
加
者
一
同
願
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

な
お
、
他
区
で
も
区
民
ま
つ
り
を
は
じ

め
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
各
区
老
連
の
行

事
等
に
お
い
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。

 

中
村 

征
人（
美
浜
区
）
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正
月
と
い
え
ば
ま
ず
思
い
出
す
の

は
、
一
家
団
ら
ん
。
両
親
が
健
全
な
折

に
は
、
７
人
兄
弟
姉
妹
が
毎
年
実
家
に

集
ま
り
に
ぎ
や
か
に
会
食
し
た
。
両
親

亡
き
後
、
久
し
く
絶
え
て
い
た
集
ま
り

だ
が
、
平
成
８
年
１
月
に
我
が
家
の
新

築
披
露
を
兼
ね
て
開
催
し
た
会
食
が
今

で
も
特
に
印
象
深
く
残
っ
て
い
る
。
今

は
亡
き
長
兄
と
次
兄
を
は
じ
め
、
全

員
が
老
い
た
と
い
え
皆
元
気
で
、
近
況

一
家
団
ら
ん

中
央
区
　
西
村
　
剛
一

子
ど
も
の
頃
の
お
正
月

若
葉
区
　
石
川
　
泠
子

元
日
の
楽
し
み

稲
毛
区
　
小
谷
松
　
明
江

わ
た
し
の
お
正
月

～
広
報
部
の
ひ
と
り
ご
と
～元

日
の
朝
は
菩

提
寺
へ
の
初
参

り
。
家
内
安
全
・

健
康
成
就
を
祈
願

し
た
あ
と
、
車
で

海
岸
通
り
ま
で
走

り
、
東
京
湾
の
む

こ
う
に
そ
び
え
立

つ
富
士
山
を
眺
め
る
。
す
が
す
が
し
い

気
持
ち
に
な
れ
る
。
そ
の
後
、
幕
張
の

高
層
ビ
ル
の
最
上
階
で
の
バ
イ
キ
ン

グ
。
そ
こ
で
も
ま
た
、
富
士
山
と
ア
ク

ア
ラ
イ
ン
の
風
の
塔
が
見
え
る
海
原
を

見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
楽
し

み
は
お
天
気
次
第
。
毎
年
元
日
は
晴
れ

る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

１
月
１
日
、
朝
早
く
風
呂
に
は
い

り
、
新
し
い
肌
着
と
下
駄
に
着
物
を
着

て
、
父
親
と
氏
神
様
に
お
参
り
に
行
っ

た
。
子
ど
も
の
足
で
片
道
30
分
以
上
か

か
っ
た
と
思
う
。
帰
っ
た
ら
、
両
親
と

兄
弟
８
人
お
座
敷
で
二
つ
の
テ
ー
ブ
ル

を
く
っ
つ
け
て
祝
い
膳
を
囲
ん
だ
。
大

き
な
鯛
の
煮
付
が
２
皿
、
デ
ン
と
ま
ん

中
に
乗
っ
て
い
た
。
私
が
中
学
か
ら
高

校
生
の
頃
は
そ
の
鯛
が
だ
ん
だ
ん
小
さ

く
な
り
、
３
～
４
皿
に
な
っ
て
い
っ
た
よ

う
に
思
う
。
経
済
的
に
大
変
に
な
っ
た

の
か
な
？　

お
年
玉
も
な
く
、
久
し
ぶ

り
に
あ
う
親
類
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
ぶ

の
が
楽
し
か
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
何
を

し
て
遊
ん
だ
の
か
思
い
出
せ
な
い
が
…
。

団らんのひととき

や
孫
・
子
の
こ
と
な
ど
賑
や
か
に
語
り

合
っ
た
年
始
の
一
日
で
、
そ
の
光
景
が

鮮
明
に
思
い
浮
か
び
、
懐
か
し
い
思
い

出
と
な
っ
て
い
る
。
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今
か
ら
七
十
数
年
前
の
東
京
の
下

町
、
浅
草
で
育
っ
た
私
に
は
「
大
晦
日

の
晩
に
寝
る
奴
ぁ
馬
鹿
だ
！
」
と
友
人

と
大
声
を
出
し
な
が
ら
街
中
を
歩
い
た

思
い
出
が
あ
る
。
大
晦
日
の
夜
は
子
ど

も
が
遅
く
ま
で
騒
い
で
も
叱
ら
れ
ず
、

除
夜
の
鐘
の
音
と
と
も
に
「
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
」
と
言
っ
て
か
ら
床
に

入
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
元
日
は

早
朝
に
起
き
出
し
、
家
族
ら
と
浅
草
の

観
音
様
に
初
詣
に
出
掛
け
る
の
が
常
で

あ
っ
た
。
80
歳
を
超
え
た
最
近
は
…
、

正
月
今
昔

緑
区
　
村
松
　
武

正
月
三
が
日
の
回
顧

美
浜
区
　
中
村
　
征
人

10
年
日
記
を
書
き
始
め
て
２
冊
目

17
年
に
な
る
。
Ｂ
５
サ
イ
ズ
１
ペ
ー
ジ

に
10
年
分
を
書
き
込
む
の
で
１
日
の
ス

ペ
ー
ス
は
４
行
、
文
字
数
は
１
５
０
字

で
メ
モ
的
な
記
述
が
主
体
と
な
る
が
、

継
続
し
て
み
る
と
貴
重
な
記
録
と
な
る
。

傘
寿
を
迎
え
た
こ
の
年
に
あ
ら
た
め

て
、
こ
れ
ま
で
の
17
年
間
の
正
月
三
が

日
を
読
み
直
し
て
み
た
。
大
晦
日
を
含

め
全
て
自
宅
で
過
ご
し
て
い
る
。
２
日

の
初
詣
は
喪
中
で
あ
っ
た
年
を
除
き
、

こ
の
期
間
す
べ
て
午
前
、
地
元
の
稲
毛

浅
間
神
社
に
昇
殿
参
拝
し
家
内
安
全
を

祈
願
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
参
拝

様
態
に
変
化
が
起
き
て
い
た
。
お
正
月

で
集
ま
っ
た
孫
を
含
め
一
同
10
人
で
の

参
拝
が
長
く
続
い
た
の
が
、
近
年
逐
次

減
少
、
29
年
は
長
男
と
２
人
の
参
拝
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
成
長
に
よ
る
孫
の

爺
・
婆
離
れ
、
次
男
の
海
外
勤
務
、
妻

の
体
調
不
良
が
原
因
で
あ
る
が
、
何
か

老
齢
化
の
わ
が
身
を
見
る
思
い
で
も
あ

る
。
し
か
し
、
継
続
は
力
な
り
を
肝
に

銘
じ
正
月
の
回
顧
と
し
た
次
第
で
あ

る
。

前
記
の
よ
う
な
昔
の
お
正
月
の
思
い
出

に
浸
り
な
が
ら
、
妻
と
２
人
静
か
に
杯

を
傾
け
て
、
数
少
な
く
な
っ
た
年
賀
状

を
読
ん
で
い
る
。

気
の
重
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
客
が
多

か
っ
た
た
め
そ
の
準
備
や
料
理
の
上
げ

下
げ
、
後
片
付
け
の
手
伝
い
な
ど
姉
と

い
っ
し
ょ
に
や
ら
さ
れ
た
。
呼
ば
れ
る

と
し
ぶ
し
ぶ
台
所
に
行
っ
た
。
正
月
が

終
わ
る
頃
、
塗
り
物
の
椀
や
膳
類
を
ふ

き
あ
げ
箱
に
納
め
る
と
何
か
ホ
ッ
と
し

た
。
あ
の
頃
の
母
親
は
大
変
だ
っ
た
と

今
な
ら
わ
か
る
。
の
ん
び
り
と
家
族
だ

け
で
正
月
を
迎
え
て
い
る
今
の
私
、
今

年
は
千
葉
神
社
に
お
参
り
に
行
か
な

く
っ
ち
ゃ
！

（13）47号 平成30年1月



11

10

（日）

（火）

26

24

第１２回
ハーモニープラザ
フェスタ

第２回
きらめき
ノルディック・ウォーク

（市ハーモニープラザ）
ふれあいワナゲコーナーを設置

（国営ひたち海浜公園）
参加者 41 名
＊ P10 に広報部レポート記事を掲載

11
（火）

21
指導者研修会

（市ハーモニープラザ　イベントホール）
講演「組織づくりとリーダーのあり方」
老人クラブの組織づくりについて
参加者 131 名

きらめきクラブちば

オリジナルポロシャツが
できました！

デザインは、きらめきクラブちばの会章
を右胸に、襟首には 「ＫＩＲＡＭＥＫＩ　
ＣＬＵＢ ＣＨＩＢＡ」 のロゴをいれました。
おそろいで着ることで、会員同士の目印
となり、ＰＲにもつながります！
スポーツ大会や旅行等のイベントをはじ
め、地元でのクラブ活動にぜひご活用く
ださい。
詳細は事務局までお問い合わせください。

一般社団法人千葉市老人クラブ連合会
事務局043-262-1236

カラー１種類　ネイビー×イエロー

価格　2,300円（税込）

事
業
報
告

8
（日）

20 第４２回
千葉の親子
三代夏祭り

（中央公園付近）
親子三代千葉おどりに参加
参加者 200 名

47号（14）平成30年1月



第25回きらめきクラブちば

特選演芸会 開催!!

平成30年７月３日（火）
千葉市文化センターで開催予定

【出演予定者】
　女性マジシャン 真優（まゆ）
　五木ひろしものまねショー 一木 ひろし
　民謡唄めぐり 高橋 キヨ子

詳細が決まり次第、クラブを通じてお知
らせいたします。
皆様お誘い合わせの上、ふるってご参加
ください！

賛助会員 入会のお知らせ

■株式会社 極楽湯 千葉稲毛店
 （千葉市稲毛区園生町380-1）
■社会医療法人社団 健脳会
　千葉脳神経外科病院
 （千葉市稲毛区長沼原町408）
平成29年11月21日の理事会において、承認
されました。

藤
森
連
合
会
会
長
ご
逝
去

訃 

報
千
葉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
藤
森

清
彦
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平

成
30
年
１
月
８
日
、
病
気
療
養
中
の

と
こ
ろ
、
薬
石
功
な
く
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。（
享
年
81
）

藤
森
会
長
は
、「
老
人
ク
ラ
ブ
ら

し
く
な
い
老
人
ク
ラ
ブ
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
た
「
若
松
台
ふ
れ
あ
い

広
場
」
の
設
立
に
参
加
、
平
成
11
年

ク
ラ
ブ
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
以

降
10
年
間
で
１
０
０
名
超
の
会
員
を

擁
し
、
平
成
14
年
に
は
厚
生
労
働
大
臣

表
彰
を
受
け
る
な
ど
、
広
く
全
国
的
に

も
注
目
さ
れ
る
ク
ラ
ブ
に
育
て
あ
げ
ま

し
た
。

当
連
合
会
の
監
事
・
理
事
・
副
会
長

を
歴
任
し
、
平
成
26
年
か
ら
は
会
長
と

し
て「
発
想
の
転
換
で
改
革
に
挑
戦
！
」

と
、
幅
広
い
人
脈
を
も
っ
て
創
意
と
清

新
な
発
想
で
ク
ラ
ブ
の
育
成
・
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
功
績
か

ら
、平
成
24
年
に
は
千
葉
市
長
感
謝
状
・

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
な

ど
数
々
の
栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
千
葉
市
や
社
会
福
祉
団
体

の
委
員
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
長
年
に

わ
た
り
地
域
振
興
や
福
祉
の
向
上
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

ご
生
前
の
数
々
の
ご
功
績
を
偲

び
、
謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
あ
げ

ま
す
と
と
も
に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。
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俳 
句

短 

歌

中
央
区
　
は
ま
ゆ
り
会

旅
の
宿
漁
火
赤
く
点
々
と

　

漁
火
消
え
て
夜
は
白
々

瀬
戸
内
の
島
か
ら
昇
る
朝
日
観
る

　

カ
キ
棚
向
う
カ
キ
舟
は
行
く

中
央
区
　
は
ま
ゆ
り
会

パ
チ
パ
チ
と
笑
う
焚
火
に
冬
和
む

運
動
会
声
援
ゆ
れ
る
赤
と
白

さ
く
さ
く
と
落
葉
が
唄
う
通
学
路

�

三
井　

宏
満

稲
毛
区
　
福
寿
会

日
脚
伸
ぶ
墨
絵
ぼ
か
し
の
最
上
川

宇
宙
へ
の
旅
の
切
符
や
春
の
夢

篝
火
の
ゆ
ら
ぐ
水
面
や
花
の
雨

�

北
本　

善
寛

若
葉
区
　
桜
木
町
長
寿
会

梅
雨
晴
間
ベ
ラ
ン
ダ
に
靴
勢
揃
ひ

�

佐
野
い
し
子

と
こ
し
へ
に
胸
に
刻
ん
で
終
戦
日

�

網
野　

清
子

行
く
夏
や
わ
が
故
里
へ
優
勝
旗

�

荻
野　

富
子

電
線
の
カ
ラ
ス
声
な
き
大
暑
か
な

�

古
田　

秀
勝

カ
レ
ン
ダ
ー
記
録
を
残
す
酷
暑
か
な

�

篠
原　

敦
子

寝
返
り
を
何
度
も
返
す
熱
帯
夜

�

山
崎　

チ
ヤ

蛍
舞
ふ
今
宵
ど
の
川
ど
こ
の
沢

�

松
本　

綾
子

行
く
人
や
粋
な
赤
白
サ
ン
グ
ラ
ス

�

小
泉　

三
郎

山
小
屋
や
詰
め
放
題
の
熱
帯
夜

�

田
村　

和
子

二
度
三
度
着
替
へ
て
集
ふ
酷
暑
か
な

�

島
田　
　

栄

学
校
も
村
も
合
併
祭
獅
子

�

篠
原　
　

満

緑
区
　
鎌
取
町
長
寿
会

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
越
後
の
稲
穂
波

手
の
中
で
こ
ぼ
る
る
雫
今
朝
の
露

�

坂
上　
　

晃

鶺せ
き
れ
い鴒
の
よ
ぎ
る
を
待
ち
て
球
を
打
つ

卒
寿
へ
と
そ
ろ
り
踏
み
だ
す
春
う
ら
ら

�

前
橋　

美
代

蕗ふ
き

の
薹と

う

春
は
近
し
と
天
の
ぞ
く

草
津
節
歌
に
合
せ
て
湯
も
み
す
る

�

森　
　

白
子

浮う

き子
波
紋
優
し
く
撫
で
る
春
の
風

学
童
の
勢
い
坂
路
花
吹
雪

�

大
圡　

正
照
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や
す
ら
ぎ
の
潮
騒
の
浜
キ
ラ
キ
ラ
と

　

日
の
出
美
く
し
房
州
の
朝
九
十
九
里
浜

�

三
井　

宏
満

稲
毛
区
　
福
寿
会

聞
え
な
い
覚
え
ら
れ
な
い
視
え
な
い
と

　

揃
ひ
も
揃
っ
て
高
齢
の
証

確
か
め
て
支
え
あ
ひ
て
の
や
す
ら
ぎ
の

　

と
り
と
め
の
な
い
会
話
の
ひ
と
と
き

愛
の
生
れ
る
若
葉
の
里
に
共
に
住
み

　

愛
を
育
く
み
終
の
栖
に

「
酔
ふ
て
候
」
と
ば
か
り
に
紅
に
染
ま
り
て

　

今
宵
も
酔
芙
蓉
ぽ
と
り
と
散
り
ぬ

敬
老
と
言
葉
巧
み
に
誘
わ
れ
て

　

あ
げ
く
の
果
て
は
全
て
此
方
も
ち

�

笠
原　

幸
惠

若
葉
区
　
愛
生
尚
寿
会

遠
き
日
に
靖
国
神
社
の
慰
霊
祭

　

予
科
練
同
期
の
生
存
者
集
う

九
段
坂
の
ぼ
り
て
仰
ぐ
大
鳥
居

　

そ
の
偉
大
さ
に
身
の
引
き
し
ま
る

英
霊
と
祀
ら
る
多
く
の
戦
友
偲
び

　

堪
え
難
き
お
も
い
胸
に
溢
れ
し

カ
レ
ン
ダ
ー
一
枚
め
く
り
弥
生
月

　

色
鮮
や
か
に
菜
の
花
匂
う

�

大
塚　

善
一

川 

柳

中
央
区
　
は
ま
ゆ
り
会

せ
っ
か
ち
で
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
か
け
の
ぼ
り

百
人
の
そ
ば
喰
う
音
や
大
晦
日

�

三
井　

宏
満

緑
区
　
誉
田
町
２
丁
目
第
２
長
寿
会

八
十
路
過
ぎ
櫓
の
上
で
盆
踊
り

休
む
脳
曾
孫
の
智
恵
が
刺
激
す
る

十
キ
ロ
の
米
は
持
て
ぬ
が
曾
孫
抱
く

ベ
ラ
ン
ダ
が
遠
く
感
じ
る
俄
雨

年
で
す
ネ
言
わ
れ
る
前
に
年
で
す
か

�

三
槗　

静
枝

太
陽
が
突
然
蔭
り
て
稲
妻
と

　

霰
ま
じ
り
の
雨
に
お
ど
ろ
く

束
の
間
の
雨
も
降
り
止
み
陽
の
さ
せ
ば

　

戦
友
の
面
影
が
瞼
を
よ
ぎ
る

花
筏
千
鳥
が
淵
を
た
ゆ
と
う
や

　

軍か

み神
と
祀
ら
れ
し
人
の
み
霊
も

�

山
﨑　

久
雄

緑
区
　
誉
田
町
２
丁
目
第
２
長
寿
会

お
た
の
し
み
女
性
委
員
会
の
踊
り
の
輪

　

ぶ
た
い
の
顔
は
ま
ん
め
ん
の
笑
み

八
十
路
ま
で
ぶ
た
い
で
踊
れ
る
こ
の
体

　

父
母
に
感
謝
で
胸
が
つ
ま
り
し

八
十
路
す
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
踊
る
時

　

と
し
も
忘
れ
て
乙
女
の
様
に

秋
深
し
友
よ
り
と
ど
い
た
わ
れ
も
こ
う

　

つ
ぼ
み
ほ
こ
ろ
び
あ
ま
多
の
花
穂

山
椒
の
枝
に
と
ま
り
し
秋
あ
か
ね

　

風
に
あ
お
ら
れ
ふ
る
い
て
い
る
よ

�

吉
田　

君
江

緑
区
　
鎌
取
町
長
寿
会

街
路
樹
の
白
木
蓮
の
枝
先
に

　

蕾
膨
ら
み
空
を
仰
ぐ
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①上記種別 
②所属（ 区老連名 ・単位クラブ名 ）
③氏名 　④電話番号
を必ず明記の上、下記までお送りください。

Ａ. 俳句　　Ｂ. 短歌　　　Ｃ. 川柳
Ｄ. 詩　　　Ｅ. イラスト（白黒）

〜「広報 きらめきクラブちば 文芸欄投稿」係〜
 〒 260-0844  千葉市中央区千葉寺町 1208-2
 千葉市ハーモニープラザ 3 階  千葉市老人クラブ連合会 
 info@chibashi-roren.jp
※原則として、いただいた原稿をそのまま掲載します。
　添削はいたしません。紙面の都合上、すべてを掲載することができない場合があります。原稿

は返却いたしません。 

郵 送

メール

種 別

詩

緑
区
　
誉
田
町
２
丁
目
第
２
長
寿
会

【
紫
陽
花
】

　

水
欲
し
い
の

声
を
掛
け
た
い
よ
う
な
紫
陽
花
の
花

庭
の
隅
で
未
だ
咲
き
き
れ
ぬ
頭
を
下
げ
て

じ
っ
と
し
て
い
る

　

元
気
出
し
て　

ほ
ら
頭
を
上
げ
て
ご
ら
ん

太
陽
は
容
赦
な
く
照
り
付
け
る

し
と
し
と
と
降
る
雨

思
わ
ず
紫
陽
花
に
い
く
目

ぴ
ー
ん
と
背
を
伸
ば
し
大
き
な
頭
を
持

ち
上
げ

に
っ
こ
り
笑
っ
て
い
る
み
た
い

　

雨
降
っ
て
良
か
っ
た
ネ

知
ら
ぬ
間
に
微
笑
み
返
し
て
い
た
私

雨
上
が
り
の
朝

爽
や
か
な
風
が
紫
陽
花
の
頬
を
そ
っ
と

撫
で
る

嬉
し
そ
う
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
大
き
な
頭
を

揺
ら
し

風
と
戯
れ
て
い
る
よ
う
な
紫
陽
花
の
花

鮮
や
か
な
紫
が
目
に
眩
し
い三

槗　

静
枝

文芸欄に投稿してみませんか？

　「きらめきクラブちば」の発行に際しまして、ご協賛いただきましたスポンサー各位に対して
厚く御礼申し上げます。
　今後とも倍旧のご厚誼を賜りますようお願い申し上げます。

スポンサーへの御礼

47号（18）平成30年1月

私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています



老人クラブ会員向けに3つの保険で安心補償
自分がケガをした時の保険です。
傷害保険 24時間型傷害保険 24時間型

賠償責任保険賠償責任保険

1

3

傷害保険 活動型傷害保険 活動型2

対　　象 : 老人クラブ会員に限ります。年齢制限はなく、いつでも加入できます。（1人1口加入）

補償範囲 : 「24時間型（掛金3タイプ）」と「活動型（掛金3タイプ）」
掛 金 : 

補償内容 ：

保険期間 ： 掛金払込み日の翌月1日から1年間

死亡・後遺障害保険金（後遺障害保険金はクラブ活動中のみ）／入院保険金／
手術保険金／通院保険金

〈　24時間型〉 お一人掛金年額 10,000円、5,000円、3,500円
〈　活動型〉 お一人掛金年額 2,000円、1,000円、500円

1

2

ただし、加入手続きは所属老人クラブの保険担当者が取りまとめる団体傷害保険です。

〈病気および他人に与えたケガは対象外です。〉

〒100-8822  東京都千代田区霞が関3丁目 6-14 三久ビル1階102号

公益財団法人

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8769
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社

TEL.03-3597-8770  FAX.03-3597-8767

他人の物を壊したり、ケガをさせた時の保険。〈自分のケガは対象になりません。〉

※この広告は「老人クラブ団体傷害保険 総合生活保険（傷害補償）」の概要についてご紹介したものです。ご加入にあたっ
ては、必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。ご不明な点がある場合には、代理店までお問い合わせください。

① 対　　象：
③ 掛　　金：

老人クラブ（全員加入が条件となります）
1人年額100円（最低引受保険料3,000円）

② 保険期間：
④ 補　　償：

毎年10月から1年間
支払限度額1億円

17-T00982　平成29年4月作成 4

新
年
の
当
初
の

本
号
も
、
年
頭
あ

い
さ
つ
・
抱
負
等
、

心
も
新
た
に
す
る

内
容
と
し
て
お
り

ま
す
。
通
年
共
通

的
に
取
り
上
げ
て

お
り
ま
す
記
事
の

他
に
、
今
回
か
ら
千
葉
市

が
実
施
し
て
い
る
高
齢
者

健
康
福
祉
施
策
の
紹
介
が

加
わ
り
ま
し
た
。
各
種
施

策
の
う
ち
、
啓
蒙
性
が
高

い
も
の
か
ら
取
り
上
げ
て

ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
本
誌
の
充
実
に

関
係
者
一
同
尽
力
を
い
た

し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
中
村
記
）

広
報
部

西
村
　
剛
一
（
中
央
区
）

海
保
　
保
（
花
見
川
区
）

小
谷
松
明
江
（
稲
毛
区
）

石
川
　
泠
子
（
若
葉
区
）

　
村
松
　
武 

　（
緑
　
区
）

中
村
　
征
人
（
美
浜
区
）

編 集 後 記
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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています



ホームページ  http://www.chibashi-roren.jp/
〒 260-0844　千葉市中央区千葉寺町 1208-2　千葉市ハーモニープラザ 3 階
電話:043-262-1236 　FAX:043-262-1237　E-mail : info@chibashi-roren.jp
　 

〈
キ
リ
ト
リ
〉

入  会  申  込  書
平成　　年　　月　　日

　きらめきクラブちば・千葉市老人クラブ連合
会に所属するクラブでは、健康・友愛・奉仕を３
本の柱として、“生活を豊かにする” “地域を豊か
にする” さまざまな活動に取り組んでいます。

◆体操、ウォーキング、グラウンドゴルフ

　などで健康づくりを！
◆踊り、合唱、カラオケ、手芸など趣味のサークルで

　生きがいづくりを！
◆サロン活動などの友愛活動、子どもたちの見守り、

　環境美化活動で地域とのつながりを！

仲間と一緒に、

おおむね 60 歳以上の方なら、どなたでも入会することができます。

入会を希望する方は、お住まいの地域のクラブに直接お申込みください。

活動内容や会費はクラブによって異なりますので、クラブの役員や会員にお尋ねください。

最寄りのクラブがわからない、連絡先がわからないときは、下記の事務局までお問い合わせください。

クラブ名

会　　長　　　　　　　　　　　　　　　　　様

電話番号 （　　　 ）　　　　－

住　　所
区

生年月日
大 ・ 昭

年　 　月　 　日（　   　歳）

ふりがな
氏　　名 （ 男 ・ 女 ）

住み慣れた地域の仲間たちと、
支え合い、助け合いながら、一緒に楽しく活動しましょう！

47号（20）平成30年1月

私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています


	1～7p千葉市47号
	8～13p千葉市47号
	14～20p千葉市47号

